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奈
良
と
徳
島
の
絆
を
力
に
、
更
な
る
飛
躍
へ
！

ご
祝
辞

徳
島
県
知
事
　
後
藤
田
正
純

展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の
移
住

者
数
や
農
林
水
産
物
の
輸
出
額
が
過
去
最
高

と
な
る
な
ど
、
本
県
の
飛
躍
に
つ
な
が
る ご

挨
拶

郷
司
　
好
秀

奈
良
徳
島
県
人
会

会
　
　
　
　
長

ま
し
た
。　

　

那
賀
川
町
商
工
会
の
方
が
企
画
す
る
出
島

壁
画
バ
ス
ツ
ア
ー
に
も
新
メ
ン
バ
ー
が
多
数

　

ま
た
、
新
た
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
２
つ
の

同
好
会
活
動
が
会
員
増
強
に
繋
げ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

に
も
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
同
好
会
で
は
、
徳
島
県

神
山
町
の
吉
祥
院
様
と
東
大
寺
様
に
よ
る

「
阿
波
民
部
大
夫
忌
〜
重
源
と
成
良　

奈
良
・

徳
島
祈
り
の
架
け
橋
」
と
い
う
合
同
法
要
が

行
わ
れ
、
毎
年　

月
８
日
に
東
大
寺
で
執
行

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

神
山
町
の
住
民
の
方
々
と
、
関
西
圏
の
県
人

会
の
メ
ン
バ
ー
が
多
数
出
席
し
て
下
さ
り
、

そ
の
様
子
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
多
数
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
次
世
代
に
つ
な
ぐ
県
人
会
活
動
を

目
指
し
な
が
ら
県
人
会
を
支
え
て
く
だ
る
皆

様
と
と
も
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
世
代
に
つ
な
ぐ
県
人
会
活
動
を
目
指
し
て

育
み
、
磨
き
上
げ
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
き
た
様
々
な
人
と
の
つ
な
が
り
を

活
か
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す
る

「
新
宝
島
大
作
戦
」
を
実
行
す
る
こ
と
で
徳

島
を
更
に
飛
躍
さ
せ
て
参
り
ま
す
。 

　

関
西
圏
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
阪
・
関
西

万
博
の
レ
ガ
シ
ー
、
ま
た
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ

ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
７
関
西
の
好
機
を

最
大
限
に
活
か
し
「
み
ん
な
行
き
た
い
・
何

度
も
来
た
い
」
徳
島
県
の
実
現
へ
向
け
た

魅
力
発
信
を
力
強
く
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
本
県
の
成
長
に
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

結
び
に
、
奈
良
徳
島
県
人
会
の
さ
ら
な
る

ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

奈
良
徳
島
県
人
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

郷
司
会
長
は
じ
め
奈
良
徳
島
県
人
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
よ
り
「
ふ
る
さ
と
徳
島
」
の

発
展
に
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
奈
良
大
学
で
「
阿
波
人
形
浄
瑠

璃
」
の
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
学

生
や
受
講
者
が
本
県
の
伝
統
文
化
を
肌
で
体

験
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
大
寺
と
神
山
町
の
吉
祥
院
に
よ

る
合
同
法
要
「
阿
波
民
部
大
夫
忌
〜
重
源
と

成
良　

奈
良
・
徳
島　

祈
り
の
架
け
橋
」
や

那
賀
川
町
商
工
会
青
年
部
と
の
交
流
な
ど
、

両
県
を
結
ぶ
絆
が
一
層
強
固
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
県
政
に
お
き
ま
し
て
は
、「
未
来

に
引
き
継
げ
る
徳
島
」
の
実
現
に
向
け
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
新
次
元
の
施
策
を
展

確
か
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

　

本
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
県
政
運
営
の
三
大
ミ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た　

　

ゆ
か
り
同
好
会
の
参
加
者
が
新
春
の
集
い

や
総
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
会
員
増
強

　

徳
島
ゆ
か
り
同
好
会
で
は
阿
波
踊
り
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
総
勢　

名
の
参

加
者
が
本
場
の
阿
波
踊
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。

「
安
心
度
・
魅
力
度
・
透
明
度
ア
ッ
プ
」
の

も
と
、
本
県
に
あ
る
「
歴
史
・
文
化
」「
自

然
」「
食
」「
産
業
」
な
ど
の
宝
を
守
り
、

https://netz.co.jp/tokushima/
奈良と徳島の 「心の架け橋」 になりたい！

　

令
和
８
年
度
奈
良
徳
島
県
人
会
定
期
総
会

を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
県
人
会
活
動

に
は
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
会
員
の
み
な
さ

ま
に
は
こ
の
場
を
お
か
り
し
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
会
長
役
を
お
受
け
し
早
１
年

が
経
ち
ま
し
た
。
新
春
の
集
い
と
総
会
の
充

実
化
、
新
し
く
立
ち
上
げ
た
同
好
会
を
含
め

た
同
好
会
活
動
で
会
員
増
強
に
繋
げ
る
２
つ

の
目
標
を
掲
げ
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

　

新
春
の
集
い
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て

近
畿
の
若
手
メ
ン
バ
ー
と
徳
島
阿
南
市
那
賀

川
町
商
工
会
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
は
か

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
人
会
活
動
に
繋
が
る
起

爆
剤
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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会　長　　木岡　清

私たちは “ふるさと徳島 ”を応援しています

県
人
会
会
長
）
を
選
任
し
て

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
後
藤
田
正
純

徳
島
県
知
事
か
ら
本
出
前
会

長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

　

全
国
徳
島
県
人
会
連
合
会

の
会
長
任
期
中
に
は
、
全
国

の
県
人
会
を
訪
問
す
る
な
ど

精
力
的
に
を
活
動
し
ま
し
た
。

　
「
設
立
二
〇
周
年
記
念
式

典
な
ら
び
に
記
念
事
業
」
を

奈
良
徳
島
県
人
会
で
担
当
を

し
て
、
２
日
間
に
わ
た
る
阿

波
人
形
浄
瑠
璃
公
演
を
国
立

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
と
連

携
す
る
な
ど
し
て
、
成
功
裡

　

総
会
終
了
後
の
意
見
交

換
会
で
も
、
徳
島
大
学
の

教
授
や
大
学
生
と
の
グ
ル

ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
設

営
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
取
り
組
み
と
し

て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

大阪市中央区南船場 3-9-10 徳島ビル 1F   
　　　      （地下鉄心斎橋駅北 10 出口から北へ向かって 3 分）

                       電話 06-6253-0141
●定休日／土日祝日、年末年始  ●営業時間／ 9:00 ～ 16:30

　

令
和
８
年
度
定
時
総
会
を
開
催

京
都
徳
島
県
人
会
会
長
の
森

正
彦
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
会
長
は
、
就
任
挨
拶
で

「
若
者
達
も
参
加
し
や
す
い
、

新
し
い
県
人
会
づ
く
り
に
挑

戦
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

　
本
日
、
ホ
テ
ル
リ
ガ―

レ
春
日
野
で

　

第　

回
全
国
徳
島
県
人
会

連
合
会
の
定
期
総
会
が
令
和

７
年
８
月
９
日
、
徳
島
市
内

の
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
の
役
員
ら　

名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
本
出
良
一
会
長

（
現
在
、
奈
良
徳
島
県
人
会

相
談
役
）
が
「
昨
年
度
は
設

立
二
〇
周
年
を
迎
え
、
記
念

事
業
を
開
催
し
た
ほ
か
、
徳

島
大
学
と
連
携
協
定
を
結
ぶ

な
ど
、
実
り
多
い
１
年
で
し

た
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
新
年
度
の
事
業

計
画
や
予
算
審
議
の
後
、
新

会
長
に
森
正
彦
（
京
都
徳
島

奈良徳島県人会ニュース

本
出
相
談
役
、
全
国
連
合
会
長
を
二
期
務
め
て
勇
退

　

奈
良
徳
島
県
人
会
の
令
和

８
年
度
定
時
総
会
が
６
月　

日
（
土
）
午
前　

時
か
ら
、

奈
良
市
の
ホ
テ
ル
・
リ
ガ―

レ
春
日
野
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
会
員
の
他
に

徳
島
県
関
係
者
を
は
じ
め
多

数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
頂

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
会
で
初
め
て
司
会

を
つ
と
め
る
の
は
新
入
会
員

の
遠
藤
渚
さ
ん
で
す
。

　

総
会
で
は
郷
司
好
秀
会
長

が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
立
ち

ご
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

懇
親
会
で
は
、
松
村
容
子

副
会
長
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
の

ほ
か
、
踊
り
同
好
会
「
大
仏

連
」
の
総
踊
り
で
、
締
め
く

く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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徳
島
大
と
連
携
協
定

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
立
徳
島
大
学
と

も
初
め
て
の
協
力
関
係
を
結

ぶ
な
ど
、
産
官
学
連
携
を
積

極
的
に
す
す
め
ま
し
た
。

　

全
国　

の
徳
島
県
人
会

率
い
る
新
し
い
会
長
に
は

新
会
長
に
森
正
彦
氏
（
京
都
会
長
）

全国徳島県人会連合会総会（令和 7 年８月９日、ＪＲホテルクレメント徳島で）

松村副会長がフルート演奏

奈良徳島県人会副会長の松村容子さん

　

令
和
８
年
度
か
ら
副
会
長
（
会
計
担
当
）

に
就
任
さ
れ
た
松
村
容
子
さ
ん
は
、
フ
ル

ー
ト
奏
者
と
し
て
も
活
躍
中
で
す
。

　

大
阪
教
育
大
学
特
別
教
科
音
楽
課
程

フ
ル
ー
ト
専
攻
卒
業
、
同
大
学
院
修
了
。

英
米
に
て
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
修
了
。
国
内

で
ソ
ロ
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
、
デ
ュ
オ
・
リ
サ

イ
タ
ル
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
多
数
開
催
。
海

外
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
協
奏
曲
、
弦
楽
ク
ァ

ル
テ
ッ
ト
と
も
多
数
共
演
。

　

現
在
、
ソ
ノ
ー
ル
音
楽
院
主
任
講
師
、

奈
良
県
立
高
円
芸
術
高
等
学
校
音
楽
科

フ
ル
ー
ト
講
師
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森正彦会長

26
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記
念
事
業
を
奈
良
で



　副会長の長尾弘さん（奈良市在
住）は、ちぎり絵という独特の技
法を使って、絵画を制作して評判
になっています。今年の４月には
1ヶ月間奈良市鳥見町の「アート
ギャラリー・花笑み」で作品展を
開きました。
　新聞紙を細かくちぎって貼り合
わせるという新手法が人気を呼び、
今では定例の教室を開くほどに。
　テレビ局が認定する「人間国宝」
にも選ばれたほか、若い頃から鍛
えた阿波踊りで施設訪問なども続
けています。

〔３〕 奈良徳島県人会ニュース

　

徳
島
県
の
主
要
政
策
ほ
か

商
工
会
青
年
部
が
取
り
組
ん

で
い
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。

　

新
春
の
集
い
で
は
、
阿
南

の
地
場
産
キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ

た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

午
後
６
時
半
か
ら
奈
良
市
西

部
公
民
館
会
議
室
を
借
り
て

定
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
に
活
動
が
始
ま

っ
た
の
で
、
今
年
は　

年
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
関
西
エ
リ
ア
の

他
の
県
人
会
の
若
手
グ
ル
ー

プ
と
の
交
流
や
連
携
を
視
野

に
奈
良
徳
島
県
人
会
の
裾
野

を
さ
ら
に
大
き
く
拡
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

盛
年
部
部
長
で
も
あ
る
郷

司
好
秀
会
長
は
「
家
族
や
友

人
知
人
に
も
徳
島
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
い
、
若
い
人
た

ち
に
も
魅
力
の
あ
る
県
人
会

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

形
浄
瑠
璃
公
演
や
新
春
の
集

い
に
参
加
す
る
な
ど
、
行
き

来
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
て

い
る
の
は
盛
年
部
の
メ
ン
バ

ー
で
、
毎
月
第
３
金
曜
日
の

長尾さん ちぎり絵で個展
テレビの人間国宝にも !

〔発行〕 ２０２６年６月１３日

奈良大学で阿波人形浄瑠璃

盛
年
部
、
　
　
年
目
を
迎
え
充
実

「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
＆
新
春
の
集
い
」
盛
大
に

商
工
会
と
地
域
お
こ
し
で
連

携
し
て
い
る
徳
島
文
理
大
学

の
床
桜
英
治
教
授
の
仲
立
ち

で
ス
タ
ー
ト
し
、
奈
良
か
ら

は
毎
年
秋
に
阿
南
市
の
「
出

島
防
潮
堤
壁
画
再
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
、
商
工

会
青
年
部
か
ら
は
、
阿
波
人

　

奈
良
徳
島
県
人
会
の
若
手

グ
ル
ー
プ
と
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
で
つ

く
る
「
盛
年
部
（
せ
い
ね
ん
ぶ

＝
青
年
部
で
は
な
い
）」
が

中
心
に
な
っ
て
、
徳
島
の
若

者
達
と
の
交
流
事
業
が
始
ま

っ
て
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
那
賀
川
町

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
全
国
最
年
少
の

商
工
会
会
長
で
あ
る
、
徳
島

県
阿
南
市
の
那
賀
川
町
商
工

会
の
春
野
祐
治
会
長
と
徳
島

県
関
西
本
部
の
北
川
安
曇
本

部
長
を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。

向井設備　

向井　隆司
        〒569-0823  大阪府高槻市芝生町 1 丁目 16-1
         TEL.072-668-6601　FAX.072-668-6603
Mobile:090-2190-3196  E-mail:mukaisetsubi@basil.ocn.ne.jp

空調・電気・給排水衛生設備工事全般

代表者

株式会社泗水工業　

岡崎　和至
     〒559-0021  大阪市住之江区柴谷 2 丁目 5 番 32 号
         TEL.06-6685-3896　FAX.06-6685-7473

代表取締役

知事（般）第 91242 号

奈良徳島県人会を応援しています奈良徳島県人会を応援しています
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北川本部長を講師に開催された「徳島交流大使スキルアップセミナ」（2026 年 1月 31 日）

　

今
年
１
月   

日
に
奈
良
市

の
ホ
テ
ル
リ
ガ
ー
レ
春
日
野

で
開
催
さ
れ
た
「
徳
島
交
流

大
使
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
」（
徳
島
県
関
西
本
部
主

催
）
と
奈
良
徳
島
県
人
会
の

「
新
春
の
集
い
」
に
は　

名

31

57

那
賀
川
町
商
工
会
青
年
部

と
の
交
流
４
年
目

27

13

第
３
金
曜
の
夜
に
例
会

　奈良大学文学部で令和 7年 12月
9日、阿波人形浄瑠璃の公開講座が
開催され、大学生や社会人など 80
名の受講者が、徳島から招いた竹
本友和嘉師匠の三味線や、実際に
人形遣いを体験するなど、90分の
授業を堪能しました。



〔４〕〔発行日〕 ２０２６年６月１３日

令和７年度 決算報告書

令和８年度 収支予算書

収入の部 支出の部
摘　　要　　　　　金額（円）   摘　　要　　 　　金額（円）

第 23 回総会会費
運営協力金
新年会会費
ニュース広告
雑収入
余剰金
繰越金

第 23 回総会費用
事務通信費印刷代
新年会費用
ニュ - ス制作費
会議室利用費用
同好会補助金
雑費
次年度へ繰越

収入の部

 科　目 前年度決算額   差引増減　     付　記

自 令和８年 4 月   1 日
至 令和９年 3 月 31 日

予算額

支出の部
科　目 前年度決算額　差引増減　　　 付　記予算額

  

  

  640,000
  630,000
  456,000
  208,000
     2,988
  300,000
  209,810

  749,600
  320,777
  434,500
  115,885
    16,540
  130,000
  147,370
  532,126

合　　計 合　　計 2,446,7982,446,798

（単位︓円）

（単位︓円）

収入の部
 繰越金

支出の部
289,521   289,521次年度へ繰越

一般会計

特別会計

一般会計

令和７年度 事業報告
自 令和７年 4 月  1 日
至 令和８年 3 月 31 日

１．奈良徳島県人会定期総会
　６月 14日 ( 土 ) ホテル日航奈良で開催（参加 64名）。新体制
　と事業計画などが報告され、第 2部の交流会では藤本流三味線
　や阿波おどりを楽しみました。
２．常任理事会・役員会等
　〔常任理事会〕
　・4月 13日（日）アクティ奈良で開催
　〔正副会長会議〕
　・11月 1日（土）西部公民館で開催
　同好会代表も集まり総会、新年会の充実化を話し合う
　・令和 8年 3月 28日（土）西部公民館で開催
　〔新春の集い＆徳島交流大使スキルアップセミナー〕
　・令和８年１月 31日 ( 土 ) ホテルリガーレ春日野で開催
　那賀川町商工会と近畿の若手県人会を来賓に迎え、今後の活動
　のあり方など話し合う。
３．全国徳島県人会連合会関連その他各種会合
　〔徳島県人会近畿連合会しらさぎ会〕
　・4月 21日（月）総会
　・7月 17日納涼の集い、11月 21日忘年会
　〔全国徳島県人会連合会事務局会議〕5月 8日 ZOOM会議
　〔堺徳島県人会〕5月 25日（日 ) 総会
　〔中部徳島県人会〕6月 29日（日）総会
　〔広島四国人会大納涼祭〕7月 6日（日）
　〔京都徳島県人会〕7月 13日（日）総会
　・令和 8年 1月 11日 ( 日 ) 全国女子駅伝応援と新年会
　〔全国徳島県人会連合会〕8月 9日（土）徳島市で総会
　〔徳島県人会近畿連合会〕9月 7日（日）総会
　・令和 8年 1月 12日（月）新年互礼会
　〔和歌山徳島県人会〕9月 13日（土）総会
　〔三重徳島県人会〕10月 19日〔日）総会
　〔東京徳島県人会〕10月 26日（日）総会
　〔ふるさと会ほか各種会合〕
　・近畿三好ふるさと会総会（6月 8日総会）
　・徳島ゆかりの交流会 in 関西（令和８年 3月 5日）
４．広報活動
　〔奈良徳島県人会ニュース第 23号を発行〕
　〔ホームページ〕随時更新。
　〔新聞・放送・マスコミ〕
　・読売新聞（1月 12日、9月 19日、10月 9日）掲載
　・徳島新聞（ 9 月 29 日、10月 9日）掲載
　・四国放送（10月 19日、10月 26日）放送
　・奈良テレビ（10月 8日）放送
　・産経新聞（10月 9日）掲載
　・朝日新聞（10月 9日）掲載
　・奈良新聞（10月 9日）掲載
５．盛年部・同好会活動
　〔盛年部〕毎月第 3金曜日に定例会を開催
　総会、新年会、各種架け橋事業の準備と役割分担。
　〔同好会〕ゴルフ、阿波おどり、カラオケ、歴史ウオーク、グラ
　ンドゴルフでは会員同士と地域との交流を促進。
　阿波人形浄瑠璃、徳島ゆかり同好会では奈良と徳島との交流で
　会員増強に繋げる。
　

合　　計 合　　計

門野医院　内科・皮膚科・外科・整形外科

門野　隆子
奈良徳島県人会常任理事

（小松島市三条通り出身）

    〒631-0823 奈良市西大寺国見町 2 丁目 3－17
自宅 TEL.0742-48-9167　医院 TEL.0742-48-9267

診療時間︓AM8:30 ～ 12:30 　（土曜日は第 2・4 のみ診察・木曜は休診）

   289,521   289,521

第 24 回定期総会  
運営協力金
新年会会費
ニュ－ス広告
雑収入
余剰金
繰越金
　  合　計

 第 24 回定期総会
 事務通信費印刷代
 新年会費用
 ニュ－ス製作費
 会議室利用費用
 同好会補助金　
 予備費
 繰越金
     合　計

 　552,500
　 400,000
    552,500
    200,000
        5,000
    289,521
    532,126
 2,531,647

   640,000
   630,000
   456,000
   208,000
       2,988
   300,000
   209,810
2,446,798

△87,500
△230,000

96,500
△8.000

2,012
△10,479
322,316
84,849

 65 名 @8,500

 65 名 @8,500　  
 @4.000 @8.000
 懇親会残金
 特別会計より繰入

   552,500
   270,000
   552,500
   120,000
     15,000
   100,000
   921,647
             0
2,531,647

   749,600
   320,777 
   434,500
   115,885
     16,540
   130,000
   147,370
   532,126
2,446,798

 △197,100
   △50,777
    118,000
        4,115
        1,540
      30,000
    774,277
 △532,126
      84,849

 △

リガ―レ春日野
通信・事務局・HP
リガ―レ春日野
県人会ニュ－ス
役員・盛年部例会
5 同好会
 

奈良徳島県人会ニュース

 △

注記︓特別会計を令和 8 年 3 月 31 日をもって廃止、一般会計に一本化しました。
　　　同好会補助金は歴史ウオークと徳島ゆかり同好会は補助金免除とします。

オ オ タ
名倉　俊之

本　社 〒559-0016  大阪市住之江区西加賀屋 2 丁目 7 番 6 号
営業所 〒559-0011  大阪市住之江区北加賀屋 4 丁目 5 番 6 号
         TEL.06-6683-9000　FAX.06-6683-9111
Mobile:090-5649-3543     E-mail:kabu-ota@zeus.eonet.ne.jp

電気溶接工事一式

代表取締役

奈良徳島県人会を応援しています
株式会社



〔５〕 〔発行日〕 ２０２６年６月１３日

新
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定

常
任
理
事
会
を
開
催
、
目
指
そ
う
会
員
拡
大

　

奈
良
徳
島
県
人
会
の
令
和

８
年
度
常
任
理
事
会
は
４
月

　

日
、
奈
良
市
西
部
公
民
館

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

郷
司
会
長
が
議
長
と
な
り
、

は
じ
め
に
「
全
国
的
な
傾
向

で
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

少
子
高
齢
化
の
波
が
県
人
会

に
も
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

新
し
い
会
員
の
皆
さ
ま
を
迎
え

る
た
め
に
お
子
様
、
お
孫
様
、

友
人
、
知
人
に
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
今
年
の
定
期
総
会
の

返
信
ハ
ガ
キ
に
も
会
員
紹
介

の
コ
ー
ナ
ー
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
会
員
拡
大
が
課
題

で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

新
役
員
の
選
任
に
移
り
、

会
計
担
当
の
副
会
長
に
松
村

容
子
さ
ん
を
選
出
し
た
ほ
か
、

松
村
さ
ん
の
後
任
の
会
計
監

　

に
新
見
利
和
さ
ん
を
新
た
に

会
計
監
査
に
選
ん
だ
。
ま
た

上
田
昌
義
さ
ん
と
宮
崎
麻
貴

子
さ
ん
を
常
任
理
事
に
選
任

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
７
年
度
の

事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
会

計
監
査
報
告
が
い
ず
れ
も
原

案
通
り
に
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
令
和
８
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
案
の
審
議

令和８年度 事業計画
１．奈良徳島県人会定期総会
　６月 13日 ( 土 )11 時からホテル・リガ―レ春日野で開催し
　ます。

２．役員会等
　〔常任理事会・正副会長会議〕は随時開催します

３．全国徳島県人会連合会・ふるさと会
　〔全国徳島県人会事務局会議〕5月８日（木）Zoom会議
　〔堺徳島県人会〕5月 24日（日）総会
　〔神戸徳島県人会〕6月 27日（土）総会 
　〔京都徳島県人会〕7月 12日（日）総会
　〔全国徳島県人会連合会〕7月 12日 ( 土 ) 京都市で合同総会　
　〔徳島県人会近畿連合会〕9月 6日 ( 日 ) 総会
　〔和歌山徳島県人会〕10月頃総会
　〔東京徳島県人会〕10月５日（日）総会
　〔ひろしま徳島県人会〕12月 6日（日）総会
　〔ふるさと会・各種団体〕
　・近畿かつうらふるさと会総会（5月 16日）
　・近畿三好ふるさと会総会（6月 14日） 
　・東みよし近畿ふるさと会総会（7月 5日）
　・近畿美馬市ふるさと会総会（11月 21日）
　・近畿神山会総会（11月 23日）

４．同好会
　7つの同好会（阿波おどり、グランドゴルフ、歴史ウオーク、
　カラオケ、グランドゴルフ、徳島ゆかり、阿波人形浄瑠璃）
　で、会員相互の親睦を深めるとともに、総会や新年会への参
　加呼びかけと新会員の増強に繋げる。

５．盛年部
　盛年部は、毎月第 3金曜日に奈良市西部公民館を会場に定例
　会を開いています。毎月 10名前後の参加者があり、終了後
　は、富雄の「花花」さんでの打ち上げも好評です。

６．広報活動
　〔奈良徳島県人会ニュース第 24号〕6月 13日発行
　〔ホームページ〕県人会の活動を随時更新
7．主催・架け橋事業
　・5月 30日（土）徳島ゆかり同好会「鳴門渦潮と四国八十
　　八カ所巡り」
　・10月 8日（木）阿波人形浄瑠璃同好会「阿波民部大夫忌
　　～重源と成良　奈良・徳島祈りの架け橋」の合同法要が
　　午前 10時から東大寺俊乗堂で開催される
　・11月初旬の日曜日、那賀川町商工会（阿南市）主催の出
　　島壁画再創造プロジェクトに参加する
　・令和 9年 1月 30日（土）徳島交流大使スキルアップセミ
　　ナー＆新春の集い（徳島県関西本部との合同開催）

8．その他重要事項
　県人会全体の事業に関わる場合は、正副会長会議・常任理事
　会に諮る。

株式会社 サンロード

代表取締役　高見　敏明
奈良徳島県人会顧問

（阿南市新野町出身）

    〒634-0813 橿原市四条町 417-1
TEL.0744-23-4139　FAX.0744-23-6462

新
会
計
に
松
村
さ
ん

奈良徳島県人会ニュース

！

https://tsunagu-street.com

奈良徳島県人会を応援しています

  那賀川町商工会  
会長  春 野  祐 治　

に
移
り
、
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
案
で
は
「
会
の
運
営

に
必
要
な
収
入
の
多
く
は
、

運
営
協
力
金
や
県
人
会
ニ
ュ

ー
ス
の
広
告
費
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で

は
、「
同
好
会
活
動
は
奈
良

県
人
会
の
特
徴
の
一
つ
。
大

い
に
盛
り
上
げ
て
、
会
員
拡

大
に
も
繋
げ
よ
う
」
な
ど
が

提
案
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昨年の壁画再創造は雨で中止に、それでも熱い交流は続いた（令和 7年 11 月 9日）
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同
好
会
で
活
力
を
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最
後
の
東
大
寺
で
の
阿
波

人
形
浄
瑠
璃
公
演
と
な
っ
た

令
和
６
年
の
東
大
寺
公
演
の

開
幕
前
に
、
こ
ん
な
話
し
が

舞
い
込
ん
だ
の
で
す
。

　

平
安
末
期
（
一
一
八
一
年
）

に
、
平
家
に
よ
る
南
都
焼
討

と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
こ
の
時
に
奈
良
の
町
や

寺
院
は
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ

全
焼
し
ま
し
た
。

　

大
仏
殿
を
は
じ
め
東
大
寺

の
復
興
は
困
難
を
極
め
ま
す

が
、
こ
の
時
立
ち
上
が
っ
た

の
が
重
源
上
人
と
い
う
僧
侶

  

合
同
法
要
「
阿
波
民
部
大
夫
忌
〜
重
源
と
成
良  

奈
良
・
徳
島 

祈
り
の
架
け
橋
〜
」

　

徳
島
か
ら
こ
の
日
の
た
め

に
訪
れ
た
参
拝
者
と
奈
良
徳

島
県
人
会
の
関
係
者
も
一
緒

に
焼
香
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
吉
祥
院
の
僧
侶

に
よ
る
平
家
琵
琶
の
演
奏
も

あ
り
、
こ
の
日
の
法
要
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
県
人
会

の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
東
大
寺
さ
ん
か
ら

「
徳
島
県
神
山
町
の
吉
祥
院
さ

ん
か
ら
合
同
法
要
の
依
頼
が

き
て
い
ま
す
。
県
人
会
も
一

緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
」。

東
大
寺
と
吉
祥
院
、
奈
良
と
徳
島
の
永
遠
の
絆
を
！

で
、
そ
れ
を
田
口
成
良
と
い

う
阿
波
の
豪
族
が
手
助
け
し

ま
す
。
そ
の
成
良
を
慰
霊
す

る
吉
祥
院
の
新
居
住
職
が
合

同
法
要
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
の
数
々
は

古
文
書
に
も
残
っ
て
お
り
、

東
大
寺
で
は
、
重
源
上
人
が

祀
ら
れ
て
い
る
俊
乗
堂
で
毎

年　

月
８
日
に
吉
祥
院
と
合

同
法
要
を
行
う
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
が
取
り

持
っ
た
「
奈
良
と
徳
島
の
絆
」

は
、
東
大
寺
を
舞
台
に
永
遠

に
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

　

今
や
世
界
中
か
ら
参
拝
者

が
訪
れ
る
東
大
寺
で
、
令
和

７
年　

月
８
日
、
徳
島
県
神

山
町
に
あ
る
真
言
宗
・
吉
祥

院
（
新
居
道
戒
住
職
）
と
華

厳
宗
大
本
山
・
東
大
寺
に
よ

る
合
同
法
要
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

両
寺
院
か
ら
の
申
し
入
れ

に
よ
り
奈
良
徳
島
県
人
会
も

こ
の
法
要
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前　

時
に
は
東
大
寺
と

吉
祥
院
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
名

僧
侶
が
東
大
寺
俊
乗
堂
に
入

堂
し
、
東
大
寺
第
２
２
４
世

別
当
・
橋
村
公
英
師
を
導
師

に
法
要
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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　私達は、地域社会に心のこもった
　　　　　　　　高品質の構造物を提供する事を目指します。

代表取締役　　笹　尾　和　志
〒633-0315　奈良県宇陀市室生大野 3256
TEL. 0745-92-2328　FAX. 0745-92-2128

ISO　認証登録
9001︓2015
14001︓2015

鳴門の渦潮とお遍路
ドイツ館も訪問！

県
人
会
も
一
緒
に
参
加

10

復
興
に
阿
波
衆
が
活
躍

あ   

わ   

み 

ん 

ぶ  

た 

い 

ふ  

き　
　

  

ち
ょ
う
げ
ん    

し
げ
よ
し

合同法要のあと俊乗堂の前に並んだ 10 人の僧侶（2025 年 10 月 8日、東大寺で）

不定休につき営業日時はインスタグラムまたはGoogle をご覧下さいませ。

　昨年に引き続いて今年
の徳島訪問は世界三大潮
流といわれる「鳴門の渦
潮」と「お遍路歩き体験」
に 26名が参加しました。
　午前 8時には貸切バスで近鉄西
大寺南口を出発、午前中には鳴門
に到着。ここで大型船の「ワンダ
ー鳴門」に乗り込んでの観潮ツアー。
大きな渦潮に大興奮の参加者も。
　午後からは一番札所の霊仙寺か
ら三番の金泉寺まで約 4.4kmのお
遍路体験。最後はわが国での第九
の発祥の地「ドイツ館」へ。
　楽しい旅の思い出に、参加者は
お土産を買い込んで、一路奈良へ。
　同好会では、毎年ふるさと徳島
を訪問する計画だ。問合せは長尾
弘さん。電 080-5704-3316。

徳
島
ゆ
か
り
同
好
会

徳島と関西の経済連携を！
　徳島と関西の経済交流をもっと
積極的にすすめよう…と、令和８
年 5月 22日に徳島、大阪、京都、
奈良の若手グループが集まり、徳
島県関西本部会議室で、初めての
交流会が開かれました。次回は徳
島での開催が決定しました。
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歴
史
ウ
オ
ー
ク
同
好
会

統
を
県
外
の
皆
様
へ
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
踊
る
阿
呆
に
見
る
阿
呆
、

同
じ
阿
保
な
ら…

」。
こ
の

阿
波
踊
り
の
原
点
に
立
ち
返

っ
て
、
思
い
切
り
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す

　

問
合
せ
＝
森　

正
彦
さ
ん

０
９
０
（
２
１
０
３
）
７
８

５
６

大
好
き
歴
史
散
歩

　

ゆ
っ
く
り
と
マ
イ
ペ
ー
ス

で
歴
史
を
尋
ね
て
歩
き
ま
す
。

３
〜
５
月
と　

月
、　

月
の
原

則
は
第
３
土
曜
日
。

　

春
と
秋
の
年
間
５
回
の
ペ

ー
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
第
１
回
は
「
豊
臣

秀
長
ゆ
か
り
の
地
」
大
和
郡

山
を
訪
ね
て
。
最
終
回
は
長

谷
寺
を
訪
問
し
て
納
会
、
打

ち
上
げ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
１
回
５
０
０
円
。

資
料
代
の
ほ
か
傷
害
保
険
に

も
入
っ
て
い
る
の
で
安
心
。

参
加
者
を
募
集
中
で
す
。　

　

問
合
せ
＝
宮
阪
悦
子
さ
ん

０
７
４
４
（    

）
３
８
７
６

好
き
な
曲
を
歌
っ
て

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

グ
ラ
ン
ド

ゴ 

ル 

フ

　

定
例
の
練
習
場
は
、
奈
良

市
帝
塚
山
南
の
「
黒
谷
運
動

公
園
」
で
、
原
則
は
毎
週
火

曜
日
の
朝
９
時
に
は
ス
タ
ー

ト
、
午
前
中
に
３
ゲ
ー
ム
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

終
了
す
れ
ば
表
彰
式
だ
。

そ
の
日
の
１
〜
３
位
そ
れ
に

Ｂ
Ｂ
賞
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

賞
も
あ
る
。
年
度
初
め
に
は

１
年
間
活
躍
し
た
会
員
や
皆

勤
賞
の
メ
ン
バ
ー
を
た
た
え

合
う
。
健
康
と
素
晴
ら
し
い

仲
間
づ
く
り
に
は
最
高
。

　

問
合
せ
＝
西
本　

博
さ
ん

０
９
０
（
５
０
４
４
）
６
３

５
８

阿
波
踊
り
同
好
会

同
好
会

　

昔
歌
っ
た
懐
か
し
い
唄
に

は
青
春
の
想
い
出
も
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
カ
ラ
オ
ケ
好
き
が

集
ま
っ
て
、
思
う
存
分
の
歌

い
ま
く
り
ま
す
。

24

同好会が

結ぶ結ぶ

会員同士の絆を！
地域と人の輪を！

すだちくんせんとくん

仲
間
づ
く
り
に
最
高

木
又
さ
ん
が
優
勝

ゴ
ル
フ
同
好
会

　

春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
令

和
８
年
４
月　

日
に
奈
良
の

杜
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
初
参
加

を
加
え
て
９
名
で
開
催
。

　

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ

前
回
に
比
べ
る
と
、
皆
さ
ん

好
成
績
で
し
た
。

　

木
又
健
次
さ
ん
が
見
事
２

回
目
の
優
勝
、
準
優
勝
は
初

参
加
の
大
西
弘
さ
ん
、
３
位

は
山
下
好
夫
さ
ん
で
し
た
。

　

次
回
の
コ
ン
ペ
は　

月

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
＝
華
本
数
則
さ
ん

０
９
０
（
８
５
２
８
）
０
６

６
５

22

　

万
博
が
発
展
的
に
終
了
し
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
新
た
な

課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
阿
波
踊
り
の
魅
力
と
伝

踊
り
の
魅
力
を
発
信

奈良徳島県人会ニュース

         〒630-0256  奈良県生駒市本町 3-21
　　 TEL.0743-85-4970  近鉄生駒駅南へ徒歩３分

宮崎麻貴子

       〒631-0076　奈良市富雄北 1-4-1
　　 TEL.090-9889-1508  富雄北商店街内

奈良徳島県人会を応援しています
朝ごはん
昼ごはん
夜ごはん

森　政美奈良徳島県人会  常任理事
店主

10

21

10

11

　

原
則
は
毎
月
第
一
水
曜
日

が
例
会
日
。
参
加
費
は
千
円

で
、
午
前　

時
か
ら
お
昼
過

ぎ
ま
で
、
大
き
な
部
屋
を
貸

切
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

会
場
は
、
近
鉄
学
園
前
駅

か
ら
バ
ス
で
５
分
。「
ス
ー

パ
ー
カ
ラ
オ
ケ
奈
良
学
園
前

店
」
で
す
。

　

問
合
せ
＝
橋
本
繁
夫
さ
ん

０
７
４
２
（    

）
９
５
４
６

44
10
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ふるさと徳島と奈良徳島県人会の発展を応援しています
（順不同、敬称略）

奈
良
徳
島
県
人
会
相
談
役

中
川
三
千
男

〒
六
三
〇
ー
八
〇
四
五

奈
良
市
六
条
緑
町
二
ー
一
三
ー
七

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
四
）
二
五
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
四
）
二
五
二
〇

（
吉
野
川
市
山
川
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
副
会
長

徳
島
ゆ
か
り
同
好
会
代
表

長
尾
　
弘

〒
六
三
一
ー
〇
〇
六
五

奈
良
市
鳥
見
町
三
ー
二
八
ー
八

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
八
）
四
五
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
八
）
四
五
四
一

（
阿
南
市
津
乃
峰
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

富
永
　
耀
介

〒
六
三
一
ー
〇
〇
四
一

奈
良
市
学
園
大
和
町
三
丁
目
一
三
二

電　

話　

〇
九
〇（
三
四
八
八
）
九
五
四
〇

（
徳
島
市
寺
島
本
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
代
表

橋
本
　
繁
夫

〒
六
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〇
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〇
四
三

奈
良
市
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条
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丁
目
九
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奈
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利
和

〒
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市
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〇
七
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（
四
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板
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身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
顧
問

奈
良
市
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

学
園
前
支
部
会
長

正
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武
夫

〒
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五
二
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話　
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奈
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会
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ゴ
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同
好
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華
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奈
良
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県
人
会
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問
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作

〒
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四

奈
良
市
藤
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木
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一

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
四
）
八
〇
二
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Ｆ
Ａ
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〇
七
四
二
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四
四
）
八
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二

（
阿
波
市
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成
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出
身
）

（
三
好
市
井
川
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
顧
問

奈
良
県
議
会
議
員

伊
藤
　
將
也

〒
六
三
〇
ー
八
二
四
一

奈
良
市
高
天
町
三
八
ー
五

　
　
　
　

佐
川
第
１
ビ
ル
四
〇
三

電　

話　

〇
九
〇（
三
〇
六
七
）〇
一
一
〇

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

蔦
　
　
裕

〒
六
三
六
ー
〇
二
二
六

磯
城
郡
田
原
本
町
唐
古
一
八
番
地

電　

話　

〇
七
四
四
（
三
三
） 

二
四
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
四
（
三
二
）〇
八
一
〇　

（
三
好
市
池
田
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
副
会
長

森
　
寛
治

〒
六
三
一
ー
〇
〇
〇
六

奈
良
市
西
登
美
ヶ
丘
五
丁
目
四
番
一
八
号

電　

話　

〇
七
四
二
（
四
三
）
一
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
四
三
）
一
七
一
五

（
阿
南
市
新
野
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
副
会
長

歴
史
ウ
オ
ー
ク
同
好
会
代
表

宮
阪
　
悦
子

〒
六
三
四
ー
〇
八
四
四

橿
原
市
土
橋
町
二
六
二
ー
二
九

電　

話　

〇
七
四
四
（
二
四
）
三
八
七
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
四
（
二
四
）
三
八
七
六

（
阿
南
市
福
井
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

中
西
　
章
人

奈
良
徳
島
県
人
会
顧
問

〒
六
三
〇
ー
〇
八
〇
六

奈
良
市
朱
雀
四
ー
六
ー
二

電　

話　

〇
七
四
二
（
七
一
）
八
四
七
五

E-m
ail : nakanish_akt@

yahoo.co.jp

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

多
田
　
芳
仁

〒
六
三
一
ー
〇
八
〇
六

奈
良
市
朱
雀
六ｰ

十
二
ー
十
二

電　

話　

〇
七
四
二
（
七
一
）
六
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
四
二
（
七
一
）
六
五
五
一

（
三
好
郡
東
み
よ
し
町
出
身
）

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

株
式
会
社
Ｈ
Ｅ
Ｘ
Ｅ
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Ｗ
ｏ
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ｓ

国
森
　
恵
次

〒
六
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〇
ー
八
一
三
六

奈
良
市
恋
の
窪
三
丁
目
八
ー
一
六

電　

話　

〇
八
〇（
三
一
一
五
）
二
四
二
四

奈
良
徳
島
県
人
会
常
任
理
事

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
代
表

西
本
　
博

〒
六
三
〇
ー
八
〇
三
七

奈
良
市
中
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一般社団法人 やまと文化フォーラム

代表理事　本出　良一
奈良徳島県人会 相談役
 （三好市池田町出身）

〒630-8113 奈良県奈良市法蓮町 417-1-504
      https://himiko.or.jp/makimuku/

天山木材～住まいと暮らしのソリューション～

不動産部では、 土地 ・お家のご相談請け承ります

郷司　好秀
    奈良徳島県人会 会長・盛年部部長
     宅地建物取引士（奈良）第 013717 号

                 〒633-0091 奈良県桜井市戒重 224-7
TEL.FAX:0744-45-3232   Mobil:090-8120-6538    Mail:yoshi＠tenzan-go.com 
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